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新年度が始まって、もう２か月が過ぎました。最近では、授業の課題やレポート等で図書館を

利用する学生さんをよく見かけます。もうすぐ梅雨で雨の日が増えるこの季節、夏になれば夕立

などの急な雨もありますね。そこで！特に注意してほしいことがあります。図書館で借りた本を

雨で濡らさないようにしてください。本が濡れてしまうと紙が膨張して本が変形するだけでなく、

シミやカビの原因となります。皆で利用する大切な本です。ビニール袋に入れて包む（ジップ 

ロックがおすすめ）などして、本を濡らさないように気をつけて下さい。 

 

幼児教育学科と地域保育学科の学生さんは、いよいよ実習が始まりますね。それに伴って、実

習に行く学生さんを対象に図書館では長期貸出を行っています。実習が始まる２週間前から長期

で借りることができますので、早めに必要な資料を借りることをお勧めします。 

 夏休みになると図書館の開館日や開館時間が変則的になります。別途で図書館カレンダーを作

成しますので、よく確認してください。（長期貸出の日程・図書館カレンダーは図書館のＨＰで

も確認可能です。） 

 

 

 

今月の特集・・・『おうち時間を楽しく過ごす本』 
コロナ禍で、密にならない趣味が人気を集めています。新しい休日の過ごし方のヒントを与えるような本を集めて

みました。 

● 「東京近郊ゆる登山」西野淑子 著／実業之日本社【291.3-ﾆ】 

   ･･･著者おすすめの東京近郊の山々や、登山に関する基本的な知識などが初心者に向けてまとめられています。 

● 「東京周辺ご朱印めぐり旅」「江戸楽」編集部 著／メイツ出版【291.3-ｴ】 

   ･･･東京周辺の寺社のご朱印を紹介。ご朱印だけでなくお守りやおみくじ、近隣の飲食店等、様々な楽しみ方を発見でき

る一冊です。 

● 「空の辞典」小河俊哉 著／雷鳥社【451-ｵ】 

   ･･･雲や雨、風など空にまつわることを集めた辞典。読むと空を見上げたくなります。 

● 「はじめての『ゆるかわ』写真レッスン」川野恭子 著／技術評論社【743-ｶ】 

   ･･･カメラ初心者でもわかりやすい撮影の入門書。基本的な設定や写真の構図まで学べ、すぐにカメラが使えるようにな

ります。 

● 「基本がわかる！キャンプレッスンブック」ＪＴＢパブリッシング【786.3-ｷ】 

   ･･･キャンプを始めたい人向けの入門書。プランを立てるところから準備、設営、実際に困ったときの対処法までカバー

されています。 

● 「手帖スケッチ」関本紀美子 著／ソフトバンククリエイティブ【725-ｾ】 

   ･･･手帳とペンを使って、出会ったものを描きとめる方法を紹介。絵の描き方が解説されているので、イラストが苦手で

も挑戦できます。 

他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※貸出回数が同数のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

 

●●編集後記●● 

雨が降るようになり、じめじめとした気候になってきました。今年は例年よりも早い梅雨入りだそ 

うです。雨で本をぬらさないように、と冒頭に書きましたが、最も気を付けて欲しいことはズバリ、 

『鞄の中の飲み物』です。口が開いていたり結露が付いていたり、本を濡らしやすい状況にあります。 

また、図書館内へは飲食物の持ち込みは厳禁です。こぼして設備を汚したり、虫が発生して本が破損 

したりする原因になりますので、ルールを守っての利用をお願い致します。 

 

次号の『図書館だより』は2021年9月に発行予定です。 担当 加羽澤  

貸出ランキング ～4月・5月～ 

貸出回数 書     名 著者名 出版社 

2回 就職用一般常識 就職対策研究会 編 高橋書店 

2回 速攻！！ワザありＳＰＩ 山口 卓 監修 永岡書店 

2回 最新医療事務のすべてがわかる本 青地 記代子 監修 日本文芸社 

2回 
シンプル！簡単！すぐに弾ける保育のうた

１２か月 
安藤 真裕子 編曲 ナツメ社 

2回 超人気&定番ボカロソングあつめてみた。 - 
シンコーミュージック・ 

エンタテイメント 

2回 星の辞典 柳谷 杞一郎 著 雷鳥社 

 

 

「アリバイ崩し承ります」大山 誠一郎 著／実業之日本社／913.6-オ 

 

推理小説や刑事ドラマ等の作品で犯人を特定させる要因の一つ、『アリバイ』。日本語では『現場不在証 

明』（げんじょうふざいしょうめい）というそう。 

疑われた人々はいつ、どこで、何をしていたかを証言し、犯人やその協力者は嘘の証言をして捜査を 

攪乱させる。警察や探偵などは発言の真偽を見極める… 

犯罪ミステリーの小説やドラマなどで登場し、物語のカギにもなりうる『アリバイ』。 

もしこのアリバイを崩すことができるとしたら…？ 

 

本作の主人公は県警本部捜査一課の最年少刑事「僕」。そして「僕」から聞いた話をもとにアリバイを 

崩していく時計屋の若き女性店主「美谷時乃」。捜査に行き詰まっていた「僕」は時乃に『アリバイ崩 

し』を依頼し、事件を解決に導いていきます。 

 

短編形式の小説なので、一話からサクッと読めます。 

 

推薦者 加羽澤 


